
（1） 平成 25 年７月１日 第 22号薪
しん

　流
りゅう

　会　報

主
は
　
是
れ
誰
そ

薪
流
会
総
裁
　
大

井

際

断

語
を
寄よ

す
。
今こ

ん
じ時

学
道
の
者
、

袈
裟
下
に
人
身
を
失
す
る
こ
と

な
か
れ
。

四
大
仮
に
成

じ
ょ
うず

、
主
は
是
れ
誰た

そ
。

依
然
と
し
て
問
著
す
れ
ば

人
の
知
る
な
し
。

只
、
放
逸
を
將も

っ
て

空
し
く
過
ご
す
こ
と
莫な

か
れ
。

眼
光
落
地
の
時
を
識
取
せ
よ
。　
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薪
流
会
二
十
周
年
記
念
講
演
会

　
ご
　
挨
　
拶

薪
流
会
名
誉
会
長

横
　
江
　
桃
　
國
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い
の
ち
の
成
り
立
ち

周年記念講演会 講
　
師

於／オークラアクトシティホテル浜松
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薪流会発足 20平成 25年３月９日
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い
の
ち
の
歴
史

地
球
の
歴
史
の
中
で
の
人
間
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地
球
を
壊
し
て
き
た
人
間
の
歴
史
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原
子
力
へ
の
夢
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原
子
力
の
現
実
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悪
夢
が
現
実
に

毎日新聞　平成 23 年３月 13 日 発行
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毎日新聞　平成 23 年３月 16 日 発行
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放
射
線
管
理
区
域
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今
を
生
き
る
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訴
え
ら
れ
た
経
験

講
　
師
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世
論
買
い
占
め
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毎日新聞　平成 23 年３月 14 日 発行
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「
い
い
人
」
こ
そ
危
険
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東
電
は
反
省
し
て
い
な
い
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連
合
の
無
責
任
さ
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小
選
挙
区
制
が
問
題
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佐
高
　
信 

氏
（
さ
た
か

　
ま
こ
と
）

一
九
四
五
年
山
形
県
酒
田
市
生
ま
れ
。

高
校
教
師
、
経
済
雑
誌
の
編
集
者
を
経
て
評
論
家
に
。

「
社
畜
」
と
い
う
言
葉
で
日
本
の
企
業
社
会
の
病
理

を
露
わ
に
し
、
会
社
・
経
営
者
批
評
で
一
つ
の
分
野

を
築
く
。
経
済
評
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
憲
法
、
教

育
な
ど
現
代
日
本
に
つ
い
て
辛
口
の
評
論
活
動
を
続

け
る
。

近
著
に
『
原
発
文
化
人
五
十
人
斬
り
』、『
決
定
版

タ
レ
ン
ト
文
化
人
二
〇
〇
人
斬
り
』（
毎
日
新
聞
社
）、

『
飲
水
思
源
メ
デ
ィ
ア
の
仕
掛
人
、
徳
間
康
快
』（
金

曜
日
）
な
ど
多
数
。

小
出
裕
章 

氏
（
こ
い
で

　
ひ
ろ
あ
き
）

一
九
四
九
年
東
京
生
ま
れ
。

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
。

『
原
子
力
の
平
和
利
用
』
に
夢
を
抱
き
、
東
北
大
学

工
学
部
原
子
核
工
学
科
に
入
学
。
原
子
力
を
学
ぶ

中
で
そ
の
危
険
性
に
気
づ
き
、
一
九
七
〇
年
女
川
で

の
原
発
反
対
集
会
に
参
加
、
以
降
反
原
発
の
道
を

歩
み
始
め
現
在
に
。

伊
方
原
発
訴
訟
他
で
住
民
側
の
参
考
人
と
し
て
活

動
。
熊
取
六
人
衆
の
一
人
。
原
子
力
の
専
門
家
と
し

て
の
立
場
か
ら
そ
の
危
険
性
を
訴
え
続
け
て
い
る
。

著
書
に
『
原
発
の
ウ
ソ
』（
扶
桑
社
新
書
）、『
放
射

能
汚
染
の
現
実
を
超
え
て
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
知

り
た
く
な
い
け
ど
、
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
原

発
の
真
実
』（
幻
冬
舎
）、『
原
発
の
な
い
世
界
へ
』（
筑

摩
書
房
）
他
。
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＊
記
念
托
鉢

髙

薪
流
会
二
十
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

安
　
部
　
良
　
道
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＊
記
念
講
演
会

あしなが育英会と東海交通遺児支援へ寄附の贈呈
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＊
祝
賀
会

薪
流
会
二
十
周
年
記
念
に
寄
せ
て

小
　
栗
　
令
　
眞

妙心寺　管長　河野太通 猊下よりのお祝いメッセージ



（31） 平成 25 年７月１日 薪　流　会　報 第 22号

聖護院門跡門主　宮城泰年 猊下よりの御祝辞
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・
七
月
二
十
八
日
〜
七
月
三
十
日

・
十
月
二
十
五
日

・
十
月
二
十
五
日
〜
十
月
二
十
七
日

平
成
二
十
四
年
度
　
東
北
震
災
支
援
活
動
報
告
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横
田
　
政
敏

平
成
二
十
四
年
度
　
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
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皆
川
　
岱
寛

西
條
　
ゆ
か
り
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西
條
　
貴
宣
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古
澤
　
大
樹

京都・妙心寺にて追悼法要
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榊
田
　
弘
也
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お
正
月
用
色
紙
御
案
内

大
隠
窟
老
大
師
揮
毫
色
紙

一
枚　

三
三
〇
円
﹇
送
料
別
・
税
込
﹈

（
但
し
一
般
は
四
三
〇
円
）

申
込
み
先   

大
雄
寺

徳
生
寺

申
込
期
日  

発　
　

送  

薪
流
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
御
多
忙
な
中
、
総
裁
猊
下
は
じ
め
各
位
に

は
玉
稿
ご
執
筆
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
二
十
周
年
記
念
講
演
会
講
師
の
佐
高
信
先

生
の
御
著
書
は
小
生
も
何
冊
か
耽
読
し
ま
し

た
が
、特
に
『
城
山
三
郎
の
昭
和
』（
角
川
書
店
）

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
本
書
に
啓
発
さ
れ
て

『
大
義
の
末
』
等
、
城
山
氏
の
戦
争
文
学
に
も

目
を
向
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
会
十
周
年
記
念
行
事
が
浜
松
で
開
催
さ

れ
た
十
二
年
前
に
は
一
会
員
で
あ
っ
た
未
熟
者
、

今
般
の
二
十
周
年
記
念
行
事
に
少
な
か
ら
ず

関
わ
る
事
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
昨
年
二
月
遷
化
さ
れ
た
甘
露
寺
先

住
藤
田
慈
晃
師
と
酒
席
を
ご
一
緒
す
る
と
、
杯

片
手
に
屡
「々
そ
れ
が
縁
と
言
う
ん
じ
ゃ
の
う
。」

と
仰
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。（
晋
）
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平成 26年お正月色紙見本


